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 マルチメディア論は 3 年生と 4 年生を対象に開
講された選択科目である。本科目は 4 年生 16 名、
3 年生 46 名の計 62 名が履修していた。内訳は日















第 1、2 回：課題提示の演習型講義 
第 3～12 回：Zoom を用いたオンライン型講義 
第 13～15 回：Zoom を用いた定期試験および、
期末レポート作成 
 









（１） 第 1、2 回：課題提示の演習型講義 
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学生は図 2 の要点整理 Word ファイルの一つ目の
設問をまとめる作業を行う。 
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3) 今回の KIIS 学修ポートフォリオの実践結果
から、学生と教員の評価に差異が生じること
が分かり、その原因として、評価に関する判




（１） 第 1、2 回：課題提示の演習型講義 
 












































（２） 第 3～12 回：Zoom を用いたオンライン
型講義 
 
 本稿の根幹部である Zoom によるオンライン型
講義の実践から得られた結果とその考察を行う。 
 
（a） KIIS 学修ポートフォリオの実践と効果 
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（b） 要点整理 Word ファイルの実践と効果 
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 次に、質問項目②について記述する。図 9 に、
















































































『教育システム情報学会誌』 37 巻 4 号, 
2020年,  276-285頁. 
4) 赤坂憲・本行一博・渡部健二・楽木宏実 
「Zoomを用いた医学科5年生へのオンライン臨
床指導」 『医学教育』 51 巻 3 号, 2020年, 
294-295頁. 
 





















































 次に、質問項目②について記述する。図 9 に、
本講義を履修している 3 年生、4 年生の学生で、
アンケートに回答した学生で遠隔講義と対面講義
のどちらを希望するかの割合に関するグラフを示
す。3 年生は遠隔講義と対面講義を希望する割合
が同一であった。一方、4 年生は、対面講義より
も遠隔講義を希望する学生が多かった。4 年生に
関しては、最終学年であるため、履修する講義が
少ないことが理由として考えられる。ほとんど講
義がない中で、登校するよりは自宅から講義を受
けた方が都合がよいと考えたのではないだろうか。
一方、3 年生の場合は、履修科目が相当数存在す
ると考えられるため、履修する科目の内容等に
よって遠隔講義か対面講義かが変わってくると考
えられる。また、図 9 のグラフは本学の経営情報
学科と情報ネットワーク学科の学生で分類した訳
ではないので、学科によって回答の傾向は異なる
可能性が考えられる。 
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